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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

23 日 (土) ： 30 ～

コート 第 1 試合
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津田　政明(札幌北栄中)
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松山南第二中(愛媛)

石山中(新潟)

東京成徳中(東京)

純心中(長崎)

樟蔭東中(大阪)

　【戦評】

【試合結果】
女子 決勝トーナメント（１回戦）

　予選リーグを大差で勝ちあがってきた愛知大治中と、予選２位ながらも安定した強さを見せた
福岡折尾中との対戦。決勝トーナメントの中でも屈指の好カードといえる。
　１クォーター、折尾中は前日から好調の♯１５植田のシュートで先制し、ハーフコートマン
ツーマンで守る。対する大治中は♯７岡の力強いドライブインなどで互角にゲームを進めるが、
途中折尾中に連続で速攻を許しタイムアウト。ディフェンスのプレッシャーを強くし、折尾中の
ミスを誘うが自らもターンノーバーを出して流れをつかめない。
　２クォーター、大治中は♯９松村のポストプレーなどで追い上げる。しかし折尾中も落ち着い
てゲームを進め、速い展開から♯１５植田らが次々とシュートを決めるなどして一時は１０点以
上リードする。ここで大治中は♯５堀川がリバウンド、ルーズボールなどに気迫のこもったプ
レーを見せチームを盛り上げる。さらに＃５堀川 鋭いドライブからバスケットカウントを決め、
４点差まで追い上げて前半終了。
　後半に入っても互角のゲームが続く。大治中はディフェンスをハーフコートに戻し、♯４志
村、♯５堀川らのスピードにのったプレーから得点を奪う。一方の折尾中も相手のゾーンディ
フェンスに苦しみながらも速攻を出して応戦する。大治中５０－５２折尾中で３クォーター終
了。
　勝負のかかった４クォーター、出だしは両チームとも点が入らないが、大治中♯６高橋のハイ
ポストのシュートが決まり、ゲームが再び動き出す。続けて♯９松村のポストプレー、♯４志村
の３Ｐも決まり、大治中に流れが傾きかけた。しかし、ここで折尾中♯１１田中、♯１２大庭の
３Ｐが立て続けに決まり、逆に流れは折尾中に変わる。大治中はタイムアウトで立て直しを図
り、必死に追い上げるが，折尾中は落ち着いてボールを回してプレーし、折尾中６９－６１大治
中でゲーム終了となった。
　両チームとも持ち味を発揮したレベルの高い素晴らしいゲームとなった。

日　時 　　平成１５年８月 9
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【個人トータル表】
大治(愛知) 折尾(福岡)

氏　　名 反則 氏　　名

堀川　夏海 1 中野　和来

志村　明子 0 高野　甫菜実
井川中(秋田)

愛宕中(北海道)
岡　妃佐子 4 下村　理菜子

高橋　咲

大治中(愛知)

0 坂井　千晶
折尾中(福岡)

松村　沙也加 2 吉田　奈央

樋口　遥奈 木林　稚栄
帯広第四中(北海道) 猪子石中(愛知)

山下　亮子
盛岡白百合中(岩手)

釜田　実矢子

日比野　陽香 大庭　久美子

久野　絢子 田中　亜季

波羅密　彩菜 松尾　綾華
東海大翔洋中(静岡)

森田　千尋
塚口中(兵庫)

酒井　麻琴 植田　泰子

柿並　彩

田中　綾

小林　礼奈 田中　陽子
深江中(長崎)

左合　愛美

合計 7 合計

中野　未貴
北星学園中(北海道)

岡島　麻衣


